
作
者
　
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
、
薩
摩
藩
勤
王
運
動
の
志
士
の
血
を

引
く
名
門
、
伯
爵
吉
井
幸
歳
の
東
京
芝
高
輪
の
邸
に
生
ま
れ
た
。
早
稲
田

大
学
中
退
後
、
少
年
時
代
か
ら
師
事
し
て
い
た
与
謝
野
寛
の
新
詩
社
に
加

わ
っ
て
活
躍
、
観
潮
楼
歌
会
に
も
出
席
す
る
ほ
ど
に
早
く
か
ら
認
め
ら
れ

て
い
る
。
明
治
四
十
一
年
、
北
原
白
秋
・
木
下
杢
太
郎
ら
と
退
社
し
て
「
ス

バ
ル
」
を
創
刊
す
る
に
到
り
、
そ
の
華
麗
な
詞
調
と
奔
放
な
情
緒
と
に
よ
っ

て
、
も
っ
と
も
大
衆
的
な
流
行
歌
人
と
な
っ
た
。
明
治
四
十
三
年
若
冠
二

十
五
歳
で
刊
行
し
た
「
酒
ほ
が
ひ
」
と
大
正
四
年
刊
行
の
「
祇
園
歌
集
」

と
が
代
表
歌
集
と
い
わ
れ
る
。
歌
集
二
十
余
冊
、
歌
数
二
万
首
に
及
ぶ
多

作
を
貫
ぬ
い
て
、
昭
和
三
十
五
年
、
七
十
五
歳
で
永
眠
す
る
ま
で
、
艶
や

か
で
明
快
な
朗
誦
に
ふ
さ
わ
し
い
吉
井
勇
調
が
流
れ
て
い
る
。

語
釈
　
※
か
に
か
く
に
＝
こ
の
よ
う
に
。
と
や
か
く
と
。
あ
れ
こ
れ
と
。

と
に
も
か
く
に
も
。
※
祇
園
＝
京
都
の
代
表
的
な
花
街
。
※
寐
る
と
き
も

＝
料
亭
な
ど
で
芸
子
舞
子
と
と
も
に
仮
寝
す
る
「
雑
魚
寝
」
と
呼
ば
れ
た

遊
興
を
意
味
す
る
。
※
祇
園
の
料
亭
に
は
、
近
く
の
賀
茂
川
に
注
ぐ
小
支

流
の
う
え
に
床
を
突
き
出
し
て
建
築
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

通
釈
　
あ
れ
こ
れ
と
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
京
の
祇
園
は
恋
し
い
。
寝
る

と
き
で
さ
え
、
枕
の
下
を
流
れ
て
ゆ
く
水
の
音
が
聞
こ
え
る
、

か
に
か
く
に
（
吉よ

し

井い　

勇
い
さ
む

）

か
に
か
く
に　

祇ぎ

園お
ん

は　

こ
ひ
し　

寐ね

る
と
き
も

　
　

枕
ま
く
ら

の　

下し
た

を　

水み
ず

の　

な
が
る
る


